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物  質  名 2-クロロプロピオン酸 ＤＢ－7 
別  名 α-クロロプロピオン酸 構 造 式 

 

CAS 番号 598-78-7 
PRTR 番号 1-122 

化審法番号 2-1157 

分子式 C3H5ClO2 分子量 108.53 
沸点 186℃1) 融点 －12.1℃2) 
蒸気圧 1.06 mmHg（25℃、推定値）3) 換算係数 1 ppm = 4.44 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.76（推定値）4) 水溶性 自由混和（20℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 400 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 800 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0.1、0.25、0.5、1％の濃度で混餌投与（78、171、220、207～330 mg/kg/day 相当）

した結果、1％群で投与後 3 日に歩行困難、4 日に振戦、運動失調がみられ、一般状態の悪化

のため屠殺された。0.5％群は投与後 6 日で 1 匹が死亡し、試験が打ち切られた。0.25％群で

は、脱毛、運動失調、易刺激性がみられたが、42 日まで投与された。0.1％群は 38 日間投与

されたが、一般状態に影響はなかった。また、0.25％以上の群で体重増加の抑制、小脳顆粒

細胞の壊死、1％群で胸腺のリンパ系組織の壊死がみられた 7) 。 
・雄ラットに 2-クロロプロピオン酸塩を 0、2.5～4 mmol/kg/day を 12 週間混餌投与（0、271～

434 mg/kg/day 相当）した結果、2.5～4 mmol/kg/day 群で体重増加の抑制、後肢の脱力、異常

歩行を認めた 8)。この結果から、LOAEL を 2.5～4 mmol/kg/day（271～434 mg/kg/day、本物質

換算：225～361 mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、0.01、0.08、0.4％の濃度で 3 ヶ月間混餌投与（0、8、62、325 mg/kg/day）した結

果、0.08％群の雌で易刺激性、0.4％群の雌雄で運動失調、易刺激性、体重増加の抑制、前肢

の握力の低下、雄で後肢の握力の低下、雄の 4/13 匹、雌の 1/13 匹の死亡を認めた。また、0.4
％群の雄では、血清中の ALP、AST の増加、小脳皮質で顆粒層の神経節の壊死性の変性を認

めた 9）。この結果から、NOAEL を 0.01％（8 mg/kg/day）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0.1、0.25、0.5、1％の濃度で最長で 42 日間まで混餌投与（78、171、220、207～
330 mg/kg/day 相当）した結果、0.1％以上の群で精巣の萎縮を認め、精巣では精細胞の傷害が

みられた 7) 。この結果から、LOAEL を 0.1％（78 mg/kg/day）とする。 
・雄ラットに離乳期から 2-クロロプロピオン酸塩を 0、2.5～4 mmol/kg/day を 12 週間混餌投与

（0、271～434 mg/kg/day 相当）した結果、2.5～4 mmol/kg/day 群で、精巣は小さく、組織像

では精巣の成熟抑制と、精細胞の退行性変性（一部に細胞核の巨大化や多核化）を認めた 8)。

この結果から、LOAEL を 2.5～4 mmol/kg/day（271～434 mg/kg/day、本物質換算：225～361 
mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.01、0.08、0.4％の濃度で 3 ヶ月間混餌投与（0、8、62、325 mg/kg/day）した結
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果、0.4％群の雄で精巣重量の減少、精細管上皮の変性を認めた 9）。この結果から、NOAEL
を 0.08％（62 mg/kg/day）とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道に対して腐食性を示す。経口摂取でも腐食性を示す。眼に入ったり、皮膚に

付くと、発赤、痛み、重度の熱傷、経口摂取すると腹痛、灼熱感、ショック、虚脱、吸入す

ると咽頭痛、咳、灼熱感、息苦しさ、息切れを生じる 10)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 2) TLV-TWA 0.1 ppm（0.44 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 8 mg/kg/day（易刺

激性）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.8 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定

する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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